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研究成果の概要（和文）：本研究では、エチオピアの首都アジスアベバにおいて職業訓練校の卒業生1033人を3
回にわたって追跡調査し、彼らの就業状況と求職活動について分析した。その結果から、スキルテストに合格し
た卒業生は高い賃金を得ていること、また学校で学んだスキルを業務で利用している卒業生は高い賃金を得てい
ること、さらに、スキルテストに合格した卒業生は学んだスキルを利用していない場合でも賃金が高いことが明
らかになった。
また、パンデミック下の雇用状況について、2020年11月時点でほとんどの卒業生の雇用は維持され、平均的に名
目賃金に変化はなかった。ただし、零細自営業は収入が減少し、また男女間の賃金差が拡大した。

研究成果の概要（英文）：This research project investigates employment of young people who graduated 
vocational education in Addis Ababa, Ethiopia through three rounds of tracer surveys covering 1033 
samples. The surveys reveal that graduates who passed the skill assessment and those who use skills 
that they learned in a school at their workplaces earn higher wages on average. Also, those who 
passed the assessment get higher wages even when they do not use learned skills at their workplaces.
 The last finding may be interpreted that vocational training provides general skills applicable to 
various tasks as well as specific skills that is productive in targeted tasks. 
This contributes to the literature by clearly showing training effects when learned skills and tasks
 at a workplace are not matched.

研究分野：開発経済学

キーワード： 職業訓練　労働市場　シグナル　スキルマッチ

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
職業訓練は若年層の失業問題を解決する政策として開発途上国で拡充されているが、サブサハラ・アフリカ諸国
において、職業訓練校の卒業生を長期にわたって調査した例は管見の限りでは他にみられない。職業訓練での学
習が高い賃金に結び付いていることが確認されたが、学んだスキルと業務の一致が賃金に影響すること、しか
し、一致しない場合でもスキルテストの合格が賃金を上昇させるなどの詳細が明らかになった。特に、最後の点
は、職業訓練が特定の職種にのみ有効な固有スキルだけでなく、多様な職種で有効な一般スキルの形成に有効で
あることを示す新しい知見である。スキルと業務のミスマッチの問題を緩和する取り組みの可能性を示してい
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
サブサハラ・アフリカでは、近年まで続いた経済成長にもかかわらず若年層の就労状態が改善
していない。若年層に対しては、ミレニアム開発目標のもとで初等、中等教育の普及に力が注が
れ、中等教育修了者の数は飛躍的に増加しているが、若年層の就業率は中高年層よりも顕著に低
く、雇用を得ている場合でも、収入や雇用の安定性などの質が低い傾向が報告されている。こう
した背景から、近年の開発援助では、若年層の雇用を改善する方策として職業スキルの開発が重
視され、持続可能な開発目標（SDG）でも言及されている。これに呼応し、近年、職業訓練の重
要性が急速に高まり、一部のアフリカ諸国では制度改革とともに職業訓練校や教員の充実が図
られている。例えばエチオピアでは、2004年から 2011年の間に学校数は約 4倍、学生数は約 3
倍になっている。また、教育内容にも大きな変更が加えられ、職種ごとにスキルの標準化が図ら
れ、企業における実習の義務化や修了者のスキルを評価する国家試験の実施が盛り込まれてい
る。訓練校卒業生のスキルの標準化と明確化を進める政策は、ガーナ、南ア、ベナン、マリにお
いても実施されている。 
こうした制度整備の一方で、現状の訓練プログラムや教育制度が若年失業に及ぼす効果の分
析は十分ではない。RCT によって職業訓練の効果を測定する研究が開発途上国を対象に行われ
ているが、それらの結果は多様であり、介入の効果が見られないものもある。学校教育としての
職業訓練（以下、職業教育と呼ぶ）についての先行研究は少なく、また職業教育の明確な効果を
見出していない（Hicks et al. 2015）。われわれは、2015-16年度に、エチオピアの労働者データを
用いて訓練校卒業生の就業状態の分析を行った。そこから、職業訓練校の卒業生は中等教育の卒
業生と比べて、就労の有無、就労するセクター（フォーマル/インフォーマル）、雇用形態（終身
/有期）、賃金において有利な結果を得ておらず、また制度改革後にこれらの指標が悪化している
ことが分かった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、職業訓練の効果を詳細に理解することを目的としている。特に、近年の職業教育
制度の改革で採用されている、卒業生のスキルレベルを示す評価制度の有効性に注目した。国の
制度として卒業生に対するスキル評価を実施し、その結果を認証として発行する制度であり、卒
業生のスキルに関する情報の非対称性を解消するものとして期待されている。しかしながら、企
業側にシグナルの精度について信頼がなかったり、そもそも職業教育の教育内容が評価されて
いない場合には、シグナルは機能しない。また、職業スキルの生産性は職場でそのスキルを利用
する頻度によると考えられるので、学んだスキルに一致するタスクを要求する求人が少ない労
働市場では、シグナルの有効性は低下する。したがって、開発途上国の労働市場でスキルのシグ
ナルが発揮する効果を知ることにより、職業訓練が雇用に果たす役割の一部を理解することが
できる。 
開発途上国における職業スキルのシグナルについては研究例が少ない。Alfonsi et al. (2020)ら
の研究では、職業訓練校卒業というシグナルの効果を徒弟制で訓練を受けた若者と比較して分
析し、公的なシグナルにより高い効果があることを示している。本研究では、訓練校卒という情
報に加えてスキルレベルというより精度の高いシグナルの効果について分析するとともに、ス
キルとタスクの一致（スキルマッチ）についても分析を行う。職業訓練は、特定のタスクに特化
した訓練であることを考慮すると、シグナルの効果がマッチの有無によってどのように変化す
るのかを知ることは重要である。 
 また、研究期間中に新型コロナウィルスの世界的な感染拡大が発生し、エチオピアでも非常事
態が宣言されて、移動や集会の制限が実施された。世界的に経済活動の縮小とそれに伴う企業の
倒産、雇用の減少がみられるなか、当初は研究目的としていなかったが、調査対象である訓練校
卒業生の雇用変化について状況を把握することとした。他国でも指摘されているように、女性や
零細事業者への影響が大きい場合には、大きな男女格差とインフォーマルセクターの存在で特
徴づけられるエチオピアで深刻な影響が出ている可能性がある。 
 
３．研究の方法 
 
（１）調査の実施 
研究チームは、2017 年度にエチオピアの首都アジスアベバ市の担当官庁から、スキル評価の
国家試験（Occupational Assessment）のデータベースへのアクセスの許可を得て、試験結果のデ
ータの一部を入手した。このデータには、訓練校修了生のスキルの種類とレベル、スキル認証の
合否とともに、筆記試験があるレベル 3以上の受験者の試験スコアも含まれている。これに加え
て、2019年、2020年、2023年にデータベースに含まれる卒業生の追跡調査を行い、雇用状況と
求職活動についての情報を収集した。試験結果データベースにある自動車修理と ICT の受験者
の中から、レベル 2以下の受験者についてはランダムに抽出し、レベル 3以上の受験者について
は、合格点±6の範囲にあるサンプルをすべて調査対象とした。2019年の調査では 1033人のデ
ータを得ることができた。回答者の 95％は 19歳から 34歳までの若者であり、平均は 25.5歳で



ある。また、女性が 41.8％であった。2020年は 930人、2023年は 816人の調査を行うことがで
きた。 

2020 年 11 月から 12 月にかけて実施した調査は、現地で新型コロナウィルスの感染予防策が
実施されていたため、電話による調査を実施した。また、感染拡大による雇用の影響を知るため
に、感染拡大直前（2020年 2月）の雇用状況についても質問した。2023年 1月から 2月に実施
した 3回目の調査は、すでに感染予防策は緩和されていたため、所属機関の研究倫理委員会に研
究計画を提出し、審査を受けたうえで対面を含む調査を実施した。 

 
（２）スキル認証の効果 
シグナル効果を図るアウトカムを時間当たり賃金として、スキル認証とスキルマッチの有無
が賃金に与える影響を、以下の賃金関数から推定した。 
 

, = + ℎ , + , + ℎ , ∗ , + , + +

+ + ,  (1) 

, ：卒業生 i の t 年における時間当たり賃金、 ℎ , ：スキルマッチを表す二値変数、
, ：スキル認証の有無をあらわす二値変数、 , ：筆記試験のスコア、 ：卒業生と雇用

の特徴（年齢、職種、企業規模、フォーマル／インフォーマル企業の別）、 ：産業ダミ
ー、 ：年ダミー、 , ：誤差項。 
 
 スキル認証の有無は卒業生の職業スキルのレベルだけでなく、認知、非認知スキルなどとも相
関している可能性がある。スキル試験のスコアが認知、非認知スキルに相関するという仮定の下
で、それらをコントロール変数として含めることにより、スキル認証の内生性を緩和した。また、
スキル評価試験は不合格の場合に複数回受験が可能であるので、受験回数と卒業生の特徴が相
関する可能性がある。卒業生の特徴を通じたシグナルと賃金の相関が疑われるので、各卒業生の
初回の試験スコアをシグナルの操作変数として利用した。初回のスコアは複数回受験をする卒
業生の特徴とは独立と考えられる（Jepsen et al. 2016)。実際、初回試験のスコアのヒストグラム
はスムーズであるが、最終試験では合格点の前後でジャンプが見られ、合格点に届かなかった受
験生が再受験によって合格点を超えていることが見て取れる。 
 スキルマッチは、職業訓練校のカリキュラム（Occupational Standard）に基づいて、業務が自動
車修理またはコンピュータ機器の操作を含むか（業務の関連性）、修理作業や PC 作業の内容が
学んだ科目と一致するか（業務分野）、上位レベルで学んだ場合には管理業務が含まれるか（業
務分担）、という観点から、卒業生の主観的な評価を得た。先行研究と比較して、より細かくマ
ッチを定義している。 
 
（３）感染拡大の影響 
本稿では、訓練校卒業生の雇用と労働収入の変化を分析する。まず、①パンデミック直前の 

2020年 2 月とパンデミック発生後の 11 月の雇用状態を比較し、卒業生が、被雇用労働者と自
営業者からなる「有職者」と、無給の家業手伝い、求職者（失業者）、労働に参加していない者
からなる「無職者」のあいだでどのように変化しているのかを明らかにする。次に、②2 時点の
両方で有職者であるものを対象に、被雇用労働者については賃金を、自営業者については事業所
得の変化を分析する。①は、収入が得られる雇用の有無についてその変化を示し、②は収入があ
る場合にその変化を示しているので、ふたつを総合することで、雇用の変化が労働収入に与えた
影響を理解することができる。 
 
４．研究成果 
 
（１） スキル認証の効果 

3回目のデータの整理作業を継続しているため、2回目までの調査を用いた暫定的な結果を示
す。まず、スキル認証を有する卒業生、およびスキルマッチした雇用についた卒業生の賃金が高
い傾向にあることが分かった（図 1）。図 1bは ICT卒業生に限定したヒストグラムであるが、業
務において PCやモバイル機器を利用しない卒業生（No ICT use）、文書作成やメールなどに利用
する卒業生（Basic ICT use）、データベースやネットワーク構築などのエンジニア業務を行う卒
業生（Advanced ICT use）の順で賃金が高いことがわかる。 
最もシンプルな推定モデルとして、操作変数を用いずに OLS で１式を推定した。その結果、
スキルマッチ（ ）とシグナル（ ）はいずれも賃金と正の有意な相関があることが示された。
前者については、学んだスキルを利用している卒業生のほうが高い賃金を得ていることを意味
しており、職業スキルの生産性が特定のスキルで強く発揮されることを示している。他方で、後
者の結果は、スキルマッチしていない雇用でもシグナルが賃金を上昇させることを意味してい
るので、高いスキルが企業に評価されていることを意味している。さらに、スキルマッチしてい
る時のシグナル効果（ + ）は、マッチしていない時の効果（ ）と有意な違いがないことが
示された。つまり、スキルとタスクがマッチした雇用はスキルのレベルに関係なく賃金を上昇さ
せ、高いスキルレベルを持つ卒業生はスキルマッチにかかわらず賃金が高いことを意味してい



る。 
 
図 1 賃金分布 

 
a. スキル認証による分布 

 
b. スキルマッチによる分布（ICT卒業生） 

 
 職業スキルの種類別に分析すると、自動車修理の卒業生（男性）ではスキルマッチしていない
時のシグナル効果がより高く、ICTの卒業生（男性）ではスキルマッチしている時のほうが高い
といった違いがみられるが、いずれも統計的な有意差はなかった（図 2）。サンプル数が少ない
ことを考慮に入れる必要があるが、スキルマッチにかかわらず高いスキルを持つ卒業生が企業
に評価されていることがうかがわれる。これは、自動車修理のスキルが自動車修理に関係のない
雇用でも評価されるということであり、職業訓練校での訓練が他の産業でも生産的であること
を示している。つまり、職業訓練は職業固有のスキルだけでなく多様な職種で有効な一般的スキ
ルを形成している、または、企業にそのように評価されていると解釈できる。操作変数を利用し
た推定についても、今後取り組む予定である。 
先行研究ではスキルマッチによる賃金変化について分析が行われているが、スキルマッチし
ていない時の職業スキルの有効性を明確に示した研究はなく、新しい知見を示している可能性
がある。訓練校の卒業生にはスキルマッチしていない雇用につくものも多いので、職業訓練政策
に対して有効な情報を提供する。 
 
図 2 シグナルとスキルマッチの賃金プレミアム 

 
a.自動車修理の卒業生 

 
b. ICTの卒業生 

注：1式の推定値より、スキルマッチなし、シグナルなしの卒業生の賃金に対する賃金プレミア
ムを示している。*, **, ***は、それぞれ 10％、5％、1％水準で統計的に有意であることを示す。 
 
 
（２）新型コロナウィルス感染拡大の影響 
 感染拡大が始まった 2020年 2月に有給の雇用があった調査対象者のうち、5.5％が調査を実施
した 2020 年 11 月の時点で職を失っていた。これは感染拡大が始まる直前の 9 か月間の失職率
と大きな違いはなかった。無職の卒業生が職を見つける確率は下がったものの、雇用率は感染拡
大の直前の 87.5％から 86.0％に変化しただけであり、感染拡大によって大規模な失業が発生し
ていない。他方で、実質賃金（また所得）は平均で 13.6％減少した（図 3）。特に、インフォーマ
ルセクターで働く零細自営業者（self-employment）の実質所得の減少は 20.4％であった。他方で、



企業などで雇用されている卒業生の実質賃金は平均 12.7％の減少であり、名目賃金はほとんど
変化がなかった。労働日数や時間もほとんど変化がなかったことから、雇用されている卒業生に
ついては感染拡大の影響は比較的小さかったことが分かった。 
 しかし、男女間では影響に違いがみられた。まず、無職の卒業生が職を見つける確率が女性に
おいて低下していた。他国で報告されるような女性の離職率の増加は見られなかったが、職につ
いていなかった女性が雇用を得る機会を失ったことを示しており、女性が家庭にとどまる傾向
がみられた。また、感染拡大の以前からエチオピアでは賃金の男女差が大きく、同じ学歴である
調査対象の卒業生の間でも、女性の賃金は男性よりも 25.1％低かった。感染拡大後に賃金差は拡
大して 31.6%になり、賃金格差は深刻化している（図 3）。 
 
図 3 月額所得の変化（エチオピアブル 2018年価格） 

 
Source: Fukunishi, Machikita, and Worku (2021) 
 
 エチオピアにおける感染拡大の雇用への影響は世界銀行によるレポートで示されているが
（World Bank 2020など）、家計収入の増減や休業している企業の数など情報が限定されている。
職業訓練校の卒業生という限られたサンプルであるが、本研究は収入と雇用の変化について男
女別の情報を示した点に重要性がある。 
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